
┃取り組みの内容

業務内容によって単価が異なる事業において、勤怠管理を紙形式からデジタ
ル形式することで、給与計算までの事務を効率化した。

┃今回導入したデジタルツールと取組成果

社会福祉法人
なごみかぜ

大場 保治さん

おおば やすはる

勤怠管理をデジタル化して
月132時間の事務を削減！

Before After

作業時間

132時間
削減

袋井市中小企業等デジタル化推進事業

デジタルツール名 製品名と機能

勤怠管理ソフト
クロノスPerformance
勤務時間等の自動集計や給与ソフトに連動するデー
タの作成ができるソフトウェア

ICカード勤怠
管理システム

テレタイムeZ
タッチパネルから出退勤や外出・再入などを選択し、
ICカードをかざして正確に打刻の登録を行うことが
できるタイムレコーダー

成果 数字で表すと 気持ちで表すと

給与計算業務の省力
化・標準化が実現で
きた

約4百万円の投資で、
月132時間、年1584時
間の時間を効率化で
きた

業務を標準化できた
ことで、根雪のよう
に積みあがってしま
う例外業務を減らし、
業務を削減できた

この事業は専門家を派遣し、経営業務の課題の分析を行うことで、課題解決のため業務のデジタル化
の計画等を事業者と共に策定しました。作成した計画等の内容は右のQRコードからご覧いただけます。
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